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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・院内研修のお知らせ

日　　時：11月28日（木）　11月29日（金）17：30～18：30
場　　所：メンタルケア　3階　会議室
研修内容：「医療安全情報より安全使用の為のポイント」
講　　師：医療機器委員
対　　象：看護・介護スタッフ
・11/29（金）までに年末調整の書類を提出すること。

・12/2（月）16：00～清川厚子様ケア会議実施予定。

デイケアスタッフ・訪問看護五福スタッフ・外来スタッフ・ＳＷ・本人で行う予定。

＜青明舎利用者様情報交換＞

・松川　順子　様～毎回青南病院受診後来所され、近状について報告される。青山荘入居頃に比べ、体重が5㎏ほど増加したとのこと。増加した原因はジュースを毎日摂取しているためではないかと伝えると「そうかも」と答えている。食事内容を確認すると夜はむつ食品より弁当を購入して摂取しているとのこと、また朝にご飯を1合食べるとのこと。量が多いため、半分は昼食にまわすように伝えるが、実践しない。

・森田　清助　様～部屋はある程度片付いている。朝食は、ご飯、魚、かぼちゃの天ぷら、昆布巻きを摂取したとの事で、バランスよく食べることを心掛けているとの事。近況確認すると、先週は友人（前野義勝様）と下長にある焼肉店へ外食してきたとのこと。休日に行ったが、食べ放題で安く食べれて来たとの事。23日にはラーメンを食べに行く約束をしているとのこと。体調確認するも、現在は特に問題はないが、最近台所で調理をしていると立ちっぱなしで腰が痛くなり、体力の衰えを感じると笑って話されている。ずっと立っているのも疲れるため、朝に夜食べるものを下準備をしておき、夜は下準備した物を煮たり、炒めたりするだけにして体にかかる負担を分けているとのことで、本人なりに工夫されている。もし、それでも痛いのが続くのであれば病院受診も考えられる事を伝えている。

・古舘　ヨリ　様～グループホーム入居の手続きを進める為、軽米の役所までの送迎について返答をもらうはずであったが、約束した日に連絡がなかった。送迎を頼んだ嫁様は仕事をしている為、難しいと言われたとの事。休みの都合を付けて、送迎してもらえないのか確認してみるように促している。

・高柳　和子　様～落ち込むことが多かったとのこと。落ち込む状況について確認すると何に対しても自分に関連付けて考え悲観的になっていたため、発想の転換をしてみることで気持ちが楽になることを伝え、発想の転換の仕方について伝えている。本人「少し気が楽になった」と話している。青南病院受診時、医師より提案され、外来受診は、隔週の水曜日になったと話す。受診日が少なくなり不安だと訴えているため、次回受診時に医師に伝えてみるように促している。

・岩織　由美子　様～11/23～定期訪問開始。夫より本人の近状について確認している。掃除はほぼ毎日10程度行なっており掃除機をかけたり、庭の落ち葉拾いを行っているとのこと。汚れているところに気がつき掃除を行なうが、その後疲れて調子が悪くなる（反応が鈍くなる）とのこと。また、料理をすることが好きなため、本人が出来る範囲（食材を切って煮る）で週2～3回行わせているとのこと。デイケア（週1回）や青明舎（週1回）の利用回数については現状の回数が丁度良く、デイケアや青明舎を利用しない日は、部屋で横になり休んでいることが多いとのこと。横になり休む理由として「疲れているから横になるけど、癖かしら」と話している。家族関係については「夫も娘も忙しいからあまり話をしないようにしている」と答えている。不服もないとのこと。

デイケア欠席の連絡があり、理由として「夫が出張だから休めって言っていた」と話される。夫様が不在時はデイケアを欠席する可能性がある為、夫様や娘様に連絡し、事実確認を行いデイケア利用を促していく。

＜グループホーム入所者様情報＞

・中村　茂　様～妹より電話あり、本人から足が悪くデイナイトケアに行けないと連絡があったため、暫くデイナイトケアを休むかデイナイトケアの利用時間を短縮出来ないか相談あり。本人より足に力が入らないという訴えは聞かれているが、歩行出来ており歩行状態を確認しているが問題ないと思えること、また、体力が低下しているから疲れやすいと考えられるためデイナイトケアを継続的に利用し徐々に体力をつける必要性があること、担当医もデイナイトケアを利用することを望んでいることを説明すると「わかりました。11/27会いに行こうと思ったけど、少し甘えている部分もあると思うので会わないようにします」と答えている。本人は青陽館での自分の使った皿の食器洗いやトイレ掃除を負担に感じている様子で、それらが出来ないからデイナイトケアを休みたいと訴えている。本日も、欠席すると話されていたが、スタッフの促しにて来所すること出来ている。

・冨田　紀子　様～グループホームに新しく入居したメンバーに対して、強い口調で話すことあり、相手が泣きながら「（富田様を）殺したい」と青明舎に電話していくことあり。他のグループホームのメンバーからも話し方がきついと訴えがあるが、他のメンバーが日課行っていないため、冨田様が強い口調で日課を行うように伝えている様子。

・平　康子　　様～デイケアへ行きたくないと訴え聞かれている。また、痛み止めが無くなったとのことで、腰痛を訴えている。

・大久保　康弘様～11/20(水)に早朝覚醒と日中の眠気があるため、ロゼレム（8）1Ｔが就床前から夕食後薬に変更になっている。減薬になると幻視、妄想などの症状が出たことがある為、経過観察していく。

＜利用者様情報＞

・古舘　ヨリ　様～おでんを食べすぎてお腹が痛いと訴えている。また、寒さの為、下痢をしているとのこと。

・中村　茂　　様～来所してすぐに「今日は午後になったら帰ります。」と話されている。理由を確認すると「夕方までいる自信がない」とのこと。食器洗浄やトイレ掃除を負担に感じている様子。グループホームに戻って寝ていても、調子が良くならないこと振り返り、辛ければ静養室で休むことができること説明すると、夕方までいることにしぶしぶ同意されている。

・山田　隆雄　様～昨日、下の義歯の中央部分の歯が取れてしまい。飲み込んでしまったとのこと。本日歯科受診して、義歯の修理が完了している。

＜事例検討＞

清水　秋男　様(63)　　統合失調症　　利用期間　2年

検討内容目標・計画の見直し

長期目標

①病状の安定を図り、単身生活を継続する。

②健康的な生活をする。

中期目標
①病状悪化に自分から気が付けるようになる。

②服薬自己管理をしっかりと行う。

③体力維持・向上に向け、食事内容の調整や運動を行う。

短期目標
①ストレスを溜めないようにし、自分の思いや不安、困った事などがある際には表現する。

②確実な服用と来所時には通所利用時間外分の服薬チェックを受ける。

③新しい生活環境に慣れながら、生活リズムを作っていく。

治療計画
①-1 自ら話し掛ける事が苦手である為、毎日声掛けを行い、本人の思いやストレスについて確認する。

①-2 仕事の状況や疲労感の有無等を過度とならない程度に確認する。(追加)

　　　　(10/25(金)から、山日クラフトで週一回（金曜日）の勤務)

②服薬チェックノートを活用し、薬包の確認とチェックを行う。また、自己管理が行えている事を評価したり服薬の必要性についても伝えていく。

③生活状況(食事・睡眠・金銭管理等)の確認とプログラムの取り組み状況や日中の活動性の観察を行う。

現症

・10月始め、訪問看護へ仕事の話しをしている

・病状の変化は見られないが、働きたいことを伝える際に焦ったような言い方をしている

・担当医より、就労の許可があり。10/25（金）～週1回（金）に山日クラフト（沼舘）

　デイナイトケアは週3回継続していくように説明受けている。

・仕事のことはあまり話そうとしない。

・賃金は1日3000円程度。

・仕事開始して1ヶ月経過しているが、特に病状の変化見られず、本人からの訴えもない。

結果

・就労が週1回で満足できなくなった時に、思いを溜め込んでしまう可能性あり、継続して話しを聞いていく必要ある。

・治療計画の①-1と③の内容が重複しているため、③を①に組み込んでいく。

・必要であれば、食生活と体重に関して目標を立てていく。

＜外来患者様情報＞

・森田　清助様～便秘を訴えて、シンラックが1本処方となっている。

・磯島　貴広様～本日、栄養指導実施。

